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総ぞろいした沼津兵学校の人材 (東京都永井菊枝氏所蔵 )
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

〈〇

沼
津
兵
学
校
の
同
窓
会

沼
津
兵
学
校
が
な
く
な

っ
て
か
ら
四
卜
年

近

い
歳
月
が
流
れ
た
明
治
四
十

一
年

（
一
九

〇
八
）
五
月
十
日
、
か
つ
て
兵
学
校
の
資
業

生
と
し
て
共
に
机
を
並
べ
た
仲
間
た
ち
が
呼

び
掛
け
合

っ
て
、
東
京
向
島
枕
橋
八
百
松
楼

を
会
場
と
し
て
謝
恩
会
が
開
か
れ
た
。

出
席
し
た
元
資
業
生
は
三
十
七
名
に
の
ぼ

り
、
招
待
さ
れ
参
来
し
た
元
教
官
は
、
江
原

素
六

・
赤
松
則
良

・
田
辺
太

一
・
乙
骨
太
郎

乙

・
杉
亨
二
ら
十
四
名
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ

う
に
多
数
の
旧
沼
津
兵
学
校
の
師
弟
が

一
同

に
会
し
た
の
は
最
初
で
最
後
の
こ
と
で
あ

っ

た
と
い
え
る
。

上
の
写
真
は
、
こ
の
謝
恩
会
で
の
記
念
写

真
で
あ
り
、
兵
学
校
関
係
者
が
総
ぞ
ろ
い
し

た
大
変
珍
し
く
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
持

一

様
に
功
成
り
名
遂
げ
た
人
々
の
顔
で
あ
る
。

な
お
、
沼
津
兵
学
校
関
係
者
の
同
窓
会

・

親
睦
団
体
に
は
、
沼
津
旧
友
会
と
か
四
両
会

と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
明
治

・
大
正
を
通

し
て
常
時
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

∧
参
考
文
献
∨
石
橋
絢
彦

「
沼
津
兵
学
校
沿

革

（七
ご

（
『
同
方
会
誌
』
四
十
四
）。
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恭
恭
林

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描
③
難
織
襲
喜
韮
難
鶯
蕎
蕃
林

沼
津
泳
虫
身
明
治
人
物
小
伝

服
部
　
純

手
島
精

一

嘉
永
二
年
江
戸
藩
邸
に
生
ま
れ
る
。

幕
末
に
は
藩
主
水
野
忠
誠
の
側
近
く
仕

え
た
。
維
新
後
江
戸
の
藩
校
洋
学
局
に

学
び
、
明
治
三
年
に
は
ア
メ
リ
カ
留
学

の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
帰
国
後
は
、
開

成
学
校

・
文
部
省
な
ど
に
奉
職
し
、
主

と
し
て
博
覧
会

・
博
物
館
関
係
の
役
職

を
歴
任
し
た
。
工
業
教
育
振
興
を
鼓
吹

し
、
東
京
職
工
学
校
―
東
京
工
業
学
校

（現
東
工
大
）
の
校
長

・
文
部
省
実
業

教
育
局
長
な
ど
を
し
て
、
工
業
教
育
に

大
き
く
貢
献
し
た
。
晩
年
に
は
工
業
教

育
の
育
英
事
業
と
し
て
、
財
団
法
人
手

島
工
業
教
育
資
金
団
を
設
立
し
た
。
わ

が
国
工
業
教
育
の
父
と
い
わ
れ
る
。
大

正
七
年
没
。
∧
参
考
∨

『手
島
精

一
先

生
伝
』
ほ
か
。

純

・
純
人

・
峰
次
郎

・
弁
内

・
実
庵
・

方
従
な
ど
多
数
の
名
を
も

っ
た
。
藩
士

服
部
純
平

（方
信
）
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
。
弘
化
四
年
頃
か
ら
江
川
担
庵
の

韮
山
塾
で
砲
術
を
学
び
免
許
皆
伝
を
許

さ
れ
た
。
安
政
五
年
に
は
、
小
林
信
近
・

武
田
簡
吾
ら
と

「
輿
地
航
海
図
」
を
公

刊
し
た
。
ま
た
、
元
治
元
年
に
は
仲
間

四
人
と
と
も
に
脱
藩
を
企
て
た
が
、
捕

え
ら
れ
処
罰
さ
れ
た
。
彼
は
幕
末
の
沼

津
藩
に
お
い
て
、
蘭
学
を
修
め
た
知
識

人
で
あ
る
と
同
時
に
革
新
的
な
政
治
青

年
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
維
新
後
菊

間
に
移
住
し
、
明
治
二
年
に
は
菊
間
藩

少
参
事
に
任
命
さ
れ
た
。
同
三
年
に
は

藩
の
飛
び
地
で
あ
る
三
河
国
大
浜

（現

愛
知
県
碧
南
市
）
に
赴
任
し
、
勤
王
思

（

想
と
開
化
主
義
に
も
と
づ
き
新
政
を
実

施
し
た
。
特
に
神
仏
分
離
を
強
力
に
押

し
進
め
た
が
、
三
河
は
伝
統
的
に
浄
土

真
宗
の
強
固
な
地
盤
で
あ

っ
た
た
め
信

徒
住
民
の
猛
烈
な
反
発
を
う
け
、
死
傷

者
を
出
す
大
騒
動
に
発
展
し
た
。

こ
の

事
件
は
大
浜
騒
動
と
い
わ
れ
、
近
代
宗

教
史
上
有
名
で
あ
る
。
服
部
純
は
明
治

十

一
年
四
十
五
歳
で
亡
く
な

っ
た
。

∧
参
考
∨
鈴
木
保

「
沼
津
水
野
藩
と
高

島
流
砲
術
に
つ
い
て
」
ほ
か
。

服
部
綾
雄

服
部
純
の
息
子
と
し
て
文
久
二
年
に

生
ま
れ
る
。
維
新
時
に
は
菊
間
に
移
住

し
た
が
、
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
で

学
ん
だ
と
も
い
わ
れ
る
。
横
浜
の
ヘ
ボ

ン
塾

（
の
ち
築
地
大
学
校
）
に
入
学
し
、

明
治
学
院
の
初
代
幹
事
と
な

っ
た
。
明

治
二
十

一
年
に
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し

神
学
を
学
び
、
帰
国
後
牧
師
と
な

っ
た
。

そ
の
後
、
富
山
中
学
校
長

・
岡
山
中
学

校
長
な
ど
と
し
て
教
育
に
も
携
わ
り
、

⌒

明
治
四
十

一
年
に
は
岡
山
県
か
ら
衆
議

院
議
員
に
当
選
し
、
大
養
毅
の
立
憲
国

民
党
に
参
加
、
政
治
家
と
し
て
も
活
躍

し
た
。
大
正
三
年
、
政
友
会
の
江
原
素

六
と
と
も
に
渡
米
し
、
日
系
移
民
排
斥

運
動
緩
和
の
た
め
に
尽
力
し
た
が
、
翌

年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
客
死
し
た
。

∧
参
考
∨
大
野
虎
雄

『沼
津
兵
学
校
附

属
小
学
校
』
ほ
か
。

本
山
　
漸

『改正船具運用教授書』

旧
名
を
漸
吉
と
い
っ
た
。
維
新
後
江

戸
に
移
さ
れ
た
藩
校
明
親
館
の
洋
学
局

の
教
授
に
任
命
さ
れ
、
明
治
二
年
に
は

明
治
政
府
の
海
軍
操
練
所
に
出
仕
し
、

三
年
に
は
海
軍
兵
学
校
の
大
助
教
と
な

っ
た
。
田
中
義
門

・
近
藤
真
琴
ら
と
と

も
に
幕
創
期
の
日
本
海
軍
教
育
の
功
労

者
で
あ
る
。
そ
の
後
、
筑
波
艦
長

・
金

剛
艦
長

・
軍
務
局
次
長

・
海
軍
兵
学
校

長
な
ど
の
要
職
を

つ
と
め
、
少
将
に
の

ぼ
っ
た
。
ま
た
江
原
素
六
の
麻
布
中
学

校
の
理
事
な
ど
も

つ
と
め
て
い
る
。

松永礼三氏提供

松永礼三氏提供

管争l満 五 年w■清覇
灘
軍
ヤ
篠
本
詢
潮
鰯
緩

滋
二
警
曇
衝
毅
凝
常

海
撃
奥
撃
穐
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高
見
沢
茂

藩
士
高
見
沢
順
の
子
に
生
ま
れ
る
。

明
治
四
年
、
菊
間
藩
の
貢
進
生
と
し
て

大
阪
兵
学
寮
の
青
年
学
会
に
入
学
し
た
。

兵
学
寮
で
の
規
則
づ
く
め
で
、
絶
対
服

従
を
強
制
さ
れ
る
窮
屈
な
生
活
に
反
発

し
、
「青
年
合
夢
之
記
」
と
い
う
卑
肉
と

批
判
精
神
に
満
ち
た
内
情
暴
露
の
手
記

を
発
表
し
た
ペ
ン
ネ
ー
ム

「菊
間
の
漁

夫
」
な
る
人
物
は
、
高
見
沢
そ
の
人
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
明
治
七

・
八

年
こ
ろ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
ブ
ラ
ッ
ク
が

発
刊
し
た
民
権
派
の
新
聞

『
日
新
真
事

誌
』
の
記
者

・
編
輯
長
を
し
て
い
た
が
、

八
年
十
月
わ
ず
か
二
十
六
歳
で
亡
く
な

っ
た
。
彼
に
は
幾

つ
か
の
著
書
が
あ
る

が
、
中
で
も

『東
京
開
化
繁
昌
誌
Ｌ
明

治
七
年
刊
）
は
、
当
時
の
文
明
開
化
の

ロ
奮
警苺銀‡饉

（

世
相

・
風
俗
を
卑
肉
と

ユ
ー
モ
ア
を
も

っ
て
鋭
く
描
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
明

治
文
化
全
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

∧
参
考
∨
柳
生
悦
子

『史
話
ま
ぼ
ろ
し

の
陸
軍
兵
学
寮
』
ほ
か
。

岩
城
　
魁

梅
閣

・
石
丈

・
夢
遊
軒
な
ど
と
号
す
。

幕
末
時
に
は
藩
校
の
漢
学
教
授
で
あ

っ

た
。
維
新
後
菊
間
に
移

っ
た
が
、
後
静

岡
県
に
も
ど
り
、
伊
豆
の
修
善
寺
で
小

学
校
の
訓
導
に
な
り
、
ま
た
静
岡
師
範

学
校
や
静
岡
中
学
校
で
も
教
鞭
を
と
っ

た
。
明
治
三
十
八
年
七
十
四
歳
で
死
去
。

『沼
津
雑
誌
』
・
『読
史
偶
詠
』
な
ど
の

著
書
が
あ
る
。
∧
参
考
∨

『修
善
寺
村

誌
』
ほ
か
。

深
沢
雄
甫

（文
温
）

文
政
五
年
、
沼
津
藩
医
深
沢
雄
南
兼

文
の
子
に
生
ま
れ
る
。
天
保
十
二
年
よ

り
杉
田
立
卿
、
弘
化
二
年
か
ら
緒
方
洪

庵
に
つ
き
蘭
方
医
学
を
学
ぶ
。
明
治
維

新
に
よ
り
菊
間

へ
移
住
し
、
菊
間
藩
の

鷲

鸞

入
鶯
れ

没
。
∧
参
考
∨

『沼
津
医
師
会
史
』
。

島
津
元
圭

維
章

・
対
岳

・
雪
湖
な
ど
と
号
す
。

古

い
医
家
島
津
家
の
十

一
代
目
。
父
維

範

（得
山

・
拘
堂
）
は
侍
医
と
藩
校
教

授
を
兼
ね
た
。
元
圭
は
江
戸
の
三
宅
長

斎
に
蘭
方
を
学
び
帰
藩
し
て
活
躍
し
た
。

維
新
時
に
は
、
官
軍
と
戦
お
う
と
し
た

林
昌
之
助

・
伊
庭
八
郎
ら
の
遊
撃
隊
を

説
得
し
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

大
正
元
年
に
八
十
三
歳
で
元
去
。
∧
参

考
∨

『沼
津
市
医
師
会
史
』
ほ
か
。

錦
加膠
陣罐
鉤
麟
資

暗

靖藁

写
よ

柳
下
知
之

恵
斎
―
立
達
―
容
斎

（知
之
）
と
い

う
よ
う
に
柳
下
家
は
三
代
に
わ
た
り
沼

津
藩
医
を
つ
と
め
た
。
維
新
後
知
之
は

菊
間
に
移

っ
た
が
、
の
ち
大
学
東
校

・

文
部
省

・
陸
軍
省
等
に
出
仕
し
、
二
等

軍
医
に
な

っ
た
。
後
年
は
三
島
に
住
み

明
治
二
十
二
年
七
十
四
歳
で
没
し
た
。

∧
参
考
∨

『
沼
津
医
師
会
史
』
。

三
浦
　
徹

嘉
永
三
年
に
生
ま
れ
る
。
父
の
千
尋

（佐
太
郎
）
は
、
幕
末
に
服
部
純
ら
と

と
も
に
江
川
担
庵
に
砲
術
を
学
び
、
嘉

永
元
年
か
ら
韮
山
塾
の
塾
頭
を

つ
と
め
、

維
新
後
は
菊
間
藩
大
参
事
に
任
命
さ
れ

た
人
物
。
徹
は
父
と
と
も
に
菊
間
に
移

『東京開化繁昌誌』 『日新真事誌』

大
助
教

に
任
命

さ
れ
た
。

明
治
五

年
静
岡

県
に
も

ど
り
三

島
で
開

業
し
た

明
治
二

十
五
年

初p下知之の墓

-3-

一ふ

ｔ
，

民

着

燕

報

機

繁

〕
ヨ
為

一　

　

　

鳥

ｔ
，

氏
雛

三浦 徹

L_



1986. 1 .25 明治史料館 4信 Vol.l No.4通巻第 4号

住
し
、
の
ち
上
京
し
て
英
学
を
学
ん
だ
。

明
治
八
年
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

一
致
長

老
教
会
の
ダ
ヴ
ィ
ド
ツ
ン
か
ら
受
洗
し
、

以
後
牧
師
と
し
て
千
葉

。
東
京

・
縣
岡
・

静
岡

・
三
島
な
ど
で
キ
リ
ス
ト
教
の
布

教
に
従
事
し
た
。
大
正
十
四
年
没
。
彼

の
手
記

『恥
か
記
』
は
日
本
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
史
上
の
貴
重
な
史
料
と
な

っ
て

い
る
。
∧
参
考
∨

『
明
治
学
院
史
料
資

集
』
ほ
か
。

桜
井
鉄
太
郎

慶
応
元
年
生
ま
れ
。
少
年
時
代
は
沼

津
中
学
校
で
学
び
、
後
上
京
、
明
治
二

十
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を

卒
業
し
た
。
内
務
省
に
奉
職
し
、
長
野

県
参
事
官

・
石
川
県
参
事
官

・
岡
山
県

警
部
長

・
茨
城
県
書
記
官
を
経
て
、
東

京
税
務
監
督
局
長

・
神
戸
税
関
長

・
人

蔵
省
主
税
局
長

・
同
関
税
局
長

・
同
専

売
局
長

・
大
蔵
次
官
心
得
な
ど
を
歴
任

し
た
。
大
正
九
年
か
ら
十

一
年
ま
で
は

第
五
代
の
神
戸
市
長
を
つ
と
め
た
。

∧
参
考
∨

『
日
本

の
歴
代
市
長
』
ほ
か
。

田
辺
貞
吉

藩
士
田
辺
四
友
の
子
と
し
て
生
ま
れ

る
。
手
島
精

一
の
二
歳
年
上
の
実
兄
に

あ
た
る
。
明
治
二
年
菊
間
藩
権
少
参
事
、

翌
三
年
同
少
参
事
に
任
命
さ
れ
た
。
後

住
友
家
の
総
支
配
人
と
し
て
活
耀
し
、

銀
行
集
会
所
長
に
選
任
さ
れ
た
。
住
友

を
去

っ
た
あ
と
、
京
阪
電
鉄
を
経
営
し
、

監
杢
役

⌒
明
治
三
十
九
年
～
）

。
社
長

（
四
十
四
年
～
大
正
元
年
）
を
つ
と
め
、

さ
ら
に
共
同
火
災
を
設
立
し
て
そ
の
社

長
と
な
る
な
ど
、
大
阪
の
実
業
界
で
手

腕
を
振

っ
た
。
Ａ
参
考
∨

『東
海
三
州

の
人
物
』
ほ
か
。

◎
映
画

「沼
津
兵
学
校
」
の
フ
ィ
ル
ム

を
購
入

館
で
は
、
今
年
度
フ
ィ
ル
ム
資
料
と

し
て
、
映
画

「
沼
津
兵
学
校
」
を
購
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
宝
映
画
で
昭
和

十
四
年
に
製
作
、
公
開
さ
れ
た
作
品
で

今
井
正
監
警
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
し
て
、

映
画
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
興
味
の
持
た

れ
る
作
品
で
す
。
脚
本
は
片
桐
勝
男
、

八
木
隆

一
郎
で
、
黒
川
弥
太
郎
、
花
井

蘭
子
、
山
根
寿
子
な
ど
の
懐
か
し

い
俳

優
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

館
で
は
、
伸
東
宝
の
特
別
の
協
力
を

得
て
、
複
製
フ
ィ
ル
ム
を
購
入
、
こ
の

秋
開
催
し
た
歴
史
講
座
で
初
め
て
公
開
、

上
映
し
ま
し
た
。

若
作
権
法
上
の
制
約
等
に
よ
り
、
貸

し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
上
映
計
画

に
つ
い
て
は
館
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
活
用
を

こ
の
ほ
か
館
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
教

育
用
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、

貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

団
体
の
学
習
会
や
、
学
校
で
の
歴
史

授
業
な
ど
に
ご
活
用
下
さ
い
。

☆

「幕
末
か
ら
維
新

へ
」
二
〇
分
、
カ

´

ラ
ー
、
小
学
生
高
学
年
以
上
向
。

幕
政
の
動
き
や
諸
外
国
と
の
対
応
の

中
で
、
世
界
の
情
勢
に
め
ざ
め
た
若
い

武
十
た
ち
の
活
躍
を
は
じ
め
と
し
て
、

近
代
日
本
の
夜
明
け
前
の
姿
を
描
く
。

☆

「明
治
０
文
明
開
化
の
世
の
中
」
二

〇
分
、
自
黒
、
小
学
生
高
学
年
以
上
向
。

欧
米
の
制
度
や
文
明
が
次
々
に
取
り
人

れ
ら
れ
た
明
治
の
時
代
を
人
々
は
ど
う

受
け
と
め
た
か
。
憲
法
制
定
や
国
会
開

設

へ
の
民
衆
の
動
き
を
描
く
。

★

「明
治
０
新
し
い
産
業
の
発
達
」
二

〇
分
、
白
黒
、
小
学
生
高
学
年
以
上
向
。

日
清

・
日
露

の
二
つ
の
戦
争
を
通
し

て
産
業
や
交
通
が
発
達
し
、
近
代
産
業

の
基
礎
が
で
き
た
明
治
の
時
代
を
出
現

☆

「
日
本
近
代
女
性
の
歩
み
」
四

一
分
、

カ
ラ
ー
、
高
校
生
以
上
婦
人
向
．

先
党
者
平
塚
ら
い
て
う
を
軸
に
、
日

本
の
女
性
百
年
の
歩
み
を
津
田
梅
子
、

樋
日

一
葉
、
与
謝
野
品
子
な
ど
を
登
場

さ
せ
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
描
く
し
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